
第１7回

電車と青春21文字プロジェクト



第１7回



プロジェクトマークについて

21 文字メッセージ事業をより多くの方に知って頂くため、
作品掲示や広報の際にアイコンとして、プロジェクトマーク
を滋賀県内のデザイン団体と学生との共同で作成しました。　
　「ことばが光ると　おもいが届く」というキャッチコピー
と滋賀県・琵琶湖・青春・文芸を表現するシンボルマークは、
柔らかさと知性を特に意識しました。
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21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

「
京
阪
（
石
山
坂
本
線
）
は
向
か
い
合
わ
せ
の
席
が
青
春
ぽ
い
か
ら
好
き
!
」、
沿
線
の
女
子
中
学
生
の

言
葉
で
す
。
こ
の
何
気
な
い
言
葉
か
ら
こ
の
活
動
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
沿
線
に
数
多
く
の
学
校
が
あ
り
、

大
津
市
で
琵
琶
湖
に
沿
っ
て
走
る
京
阪
電
車
石
山
坂
本
線
は
青
春
路
線
。
そ
の
駅
数
21
に
因
ん
だ
の
が

「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
す
。
２
０
０
６
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
1
回
か
ら
最
終
審
査
員
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
俵
万
智
さ
ん
は
、
学
生
時
代
に
路
面
電
車
で
通
学
さ
れ
て
い
て
、
毎
回
素
敵
な
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

回
を
重
ね
て
協
力
い
た
だ
く
団
体
・
企
業
が
増
え
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
滋
賀
県
域
か
ら
全
国
に

広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
電
車
か
ら
生
ま
れ
た
こ
の
活
動
、
入
口
「
交
通
」、
切
り
口
「
文
化
・
文
芸
」、

出
口
「
観
光
」
を
合
言
葉
に
、
滋
賀
県
発
の
新
し
い
独
自
文
芸
が
、
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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は
じ
め
に

琵
琶
湖
に
沿
っ
て
走
り
、
沿
線
に
学
校
の
多
い
京
阪
電
車
石
山
坂
本
（
い
し
や
ま
さ
か
も
と
）
線
の
駅
数
21
に

因
ん
で
始
ま
っ
た
新
様
式
の
文
芸
表
現
「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」。

第
17
回
と
な
る
今
年
は
、コ
ロ
ナ
禍
か
ら
抜
け
出
し
先
へ
進
む
と
い
う
思
い
を
込
め
て
「
出
発
」「
駅
舎
」「
笑

顔
」
の
3
つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ
で
作
品
を
募
集
。
明
る
く
元
気
で
心
温
ま
る
作
品
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
。
昨
年
に
引
き
続
い
て
、
滋
賀
県
の
「
令
和
5
年
度
滋
賀
を
み

ん
な
の
美
術
館
に
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択
さ
れ
、
県
立
美
術
館
で
入
選
１
０
０
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
会

場
で
来
場
者
が
「
21
文
字 

ｉ
ｎ 
美
術
館
」
賞
を
選
ぶ
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
優
秀
作
品
を
朗
読
す
る
と
い
う
試
み

も
初
め
て
行
い
ま
し
た
。

17
回
目
と
な
っ
た
本
事
業
で
す
が
、
２
０
０
６
年
の
当
初
は
「
電
車
と
青
春
・
初
恋
」
と
し
て
、
電
車
は
恋

を
は
ぐ
く
む
場
」
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
、「
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
日
常
」
を
謳
う
作
品
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
い
ま
だ
か
ら
こ

そ
の
世
界
観
か
と
思
い
ま
す
。
空
気
と
同
じ
よ
う
に
日
々
見
慣
れ
た
電
車
と
い
う
鉄
の
塊
が
非
日
常
の
世
界
も

生
み
出
す
。
当
初
は
想
定
外
で
は
あ
り
ま
し
た
が　

そ
ん
な
世
界
観
を
、
共
感
で
き
る
優
し
い
言
葉
で
表
現
し

感
動
を
生
み
出
せ
る
事
業
な
の
だ
な
と
気
づ
き
ま
し
た
。
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こ
れ
ま
で
の
軌
跡

２
０
０
１
年
：�

大
津
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
行
政
か
ら
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
市
民
団
体
が
「
京
阪
電
車
石
坂
線
」
を
ま
ち
づ

く
り
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
提
案

２
０
０
３
年
：「
石
坂
線
21
駅
の
顔
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
活
動
開
始

２
０
０
６
年
：「
電
車
と
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
事
業
開
始

２
０
０
７
年
：
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
働
を
顕
彰
す
る
「
第
5
回
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
大
賞
」
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

２
０
０
８
年
：「
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
」
内
閣
官
房
長
官
賞
受
賞

２
０
１
２
年
：�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津
の
地
域
発
ド
ラ
マ
「
石
坂
線
物
語
」
に
「
21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
原
作
と
し
て
使
用
さ
れ
3
編
の
単

発
ド
ラ
マ
が
製
作
さ
れ
た

２
０
１
５
年
：�

10
年
目
を
迎
え「
電
車
と
青
春
21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
結
成
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
連
携「（
番

組
）
あ
ほ
や
ね
ん
!  

す
き
や
ね
ん
!
」
な
ど
10
周
年
記
念
事
を
実
施

２
０
１
６
年
：
文
化
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
滋
賀
～
文
化
で
滋
賀
を
元
気
に
!  

賞
２
０
１
５　

大
賞
受
賞

２
０
１
７
年
：「
電
車
と
青
春
21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
大
津
市
と
の
協
働
提
案
事
業
と
し
て
実
施

２
０
１
８
年
：�

滋
賀
県
の
後
援
・
連
携
で
県
内
の
公
共
交
通
で
あ
る
近
江
鉄
道
に
も
活
動
が
広
が
る 

滋
賀
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱
の
協
賛
で
作
品
集
を
作
成
・
発
行

２
０
１
９
年
：�

滋
賀
県
協
働
提
案
実
施
事
業
と
し
て
活
動

　
　
　
　
　
　

県
域
で
の
公
共
交
通
と
し
て
信
楽
高
原
鐵
道
と
も
連
携

　
　
　
　
　
　

写
真
、
デ
ザ
イ
ン
、
音
楽
な
ど
の
他
分
野
団
体
と
コ
ラ
ボ
す
る
文
化
活
動
に
発
展

　
　
　
　
　
　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
制
定
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●
過
去
の
応
募
点
数

第
1
回
（
２
０
０
６
年
度
）	

２
３
５
５
点
（
47
都
道
府
県
）

第
2
回
（
２
０
０
７
年
度
）	

２
６
２
１
点
（
〃
）

第
3
回
（
２
０
０
８
年
度
）	

２
０
１
７
点
（
〃
）

第
4
回
（
２
０
０
９
年
度
）	

１
９
０
３
点
（
〃
）

第
5
回
（
２
０
１
０
年
度
）	

１
９
０
５
点
（
〃
）

第
6
回
（
２
０
１
１
年
度
）	

２
９
４
８
点
（
〃
）

第
7
回
（
２
０
１
２
年
度
）	

３
０
４
２
点

	

（
中
国
、
ア
メ
リ
カ
も
）

第
8
回
（
２
０
１
３
年
度
）	

３
７
７
８
点	（
ス
イ
ス
も
）

第
9
回
（
２
０
１
４
年
度
）	

５
０
４
８
点

２
０
２
０
年
：
前
年
に
引
き
続
き
滋
賀
県
協
働
提
案
事
業
と
し
て
活
動
し
、
西
日
本
旅
客
鉄
道
と
も
連
携

２
０
２
１
年
：「
第
15
回
目
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
事
業
を
継
続

２
０
２
２
年
：�

ブ
ル
ボ
ン
吉
田
記
念
財
団
「
２
０
２
２
年
度 

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
活
動
」
助
成
事
業
、 

令
和
4
年
度
「
滋
賀

を
み
ん
な
の
美
術
館
に
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
採
択
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施

２
０
２
３
年
：�
令
和
５
年
度
「
滋
賀
を
み
ん
な
の
美
術
館
に
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
採
択
。
県
域
で
の
公
共
交
通
と
し
て
比
叡
山
鉄
道 

（
坂
本
ケ
ー
ブ
ル
）
と
も
連
携
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
。

	

（
韓
国
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ア
メ
リ
カ
も
）

第
10
回
（
２
０
１
５
年
度
）	

４
６
０
３
点
（
47
都
道
府
県
）

第
11
回
（
２
０
１
７
年
度
）	

４
９
９
９
点
（
〃
）

第
12
回
（
２
０
１
８
年
度
）	

４
５
２
７
点
（
〃
）

第
13
回
（
２
０
１
９
年
度
）	

４
０
１
７
点
（
〃
）

第
14
回
（
２
０
２
０
年
度
）	

５
３
５
０
点
（
〃
）

第
15
回
（
２
０
２
１
年
度
）	

４
２
８
５
点
（
〃
）

第
16
回
（
２
０
２
２
年
度
）	

４
５
５
７
点
（
〃
）

第
17
回
（
２
０
２
３
年
度
）　

５
０
２
２
点

	

（
台
湾
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ　

46
都
道
府
県
）



第
17
回
受
賞
作
品

京阪電車　京阪膳所駅ときめき坂
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滋
賀
県
知
事
賞

子
ど
も
切
符
を
買
っ
た
子
の
手
に
十
円
の
跡

中
西  

太
（
滋
賀
県　

67
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

硬
貨
の
跡
が
つ
く
ほ
ど
、
ぎ
ゅ
っ
と
握
り
し
め
て
い
た
ん
で
す

ね
。
も
し
か
し
た
ら
初
め
て
切
符
を
買
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

そ
の
緊
張
感
や
嬉
し
さ
を
「
十
円
の
跡
」
が
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

細
や
か
な
観
察
眼
が
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。
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大
津
市
長
賞

さ
り
気
な
く
譲
る
少
年
。
お
腹
の
子
も
そ
う
育
て
た
い
。

つ
べ
る
（
神
奈
川
県　

31
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

「
恩
送
り
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
恩
を
直
接
返
す

の
で
は
な
く
、
自
分
が
さ
れ
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
次
の
誰
か
に

し
て
、
恩
を
送
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
少
年
の
思
い
や
り
が
未

来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
で
心
が
温
ま
り
ま
す
。
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青
春
賞

友
達
と
の
た
わ
い
も
な
い
話
と
残
り
１
ヶ
月
の
定
期
券

葉
山  

あ
も
（
東
京
都　

29
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

三
月
ま
で
の
定
期
券
で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら
く
は
、
そ
れ
以
降
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
き
出
す
の
で
し
ょ
う
。
な
ん
で
も
な
い
会
話

も
、
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
を
意
識
す
る
と
特
別
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

青
春
な
ら
で
は
の
時
間
感
覚
に
ぐ
っ
と
き
ま
し
た
。
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さ
わ
や
か
賞

無
口
な
君
が
席
を
ゆ
ず
る
。
私
の
心
の
席
に
君
が
座
る
。

堂
坂  

歩
由
（
滋
賀
県　

12
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

一
文
め
は
実
際
の
席
で
、
二
文
め
は
比
喩
的
な
席
。
対
句
的
な
表

現
が
鮮
や
か
で
、
切
れ
味
の
よ
い
言
葉
の
セ
ン
ス
に
感
心
し
ま
し

た
。
君
に
心
を
奪
わ
れ
た
様
子
を「
座
ら
れ
た
」と
し
た
と
こ
ろ
に
、

恋
の
不
可
抗
力
性
が
み
ご
と
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ユ
ー
モ
ア
賞

お
つ
か
ま
り
く
だ
さ
い　

混
ん
で
い
る
か
ら
僕
の
腕
にま

り
あ
（
東
京
都　

21
歳
）

【
俵
さ
ん
講
評
】

混
ん
で
い
る
か
ら
吊
革
に
…
…
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
、
く
す
っ
と

笑
え
ま
す
。
た
ぶ
ん
混
ん
で
い
な
く
て
も
、
つ
か
ま
っ
て
ほ
し
い

ん
で
す
よ
ね
。 

出
だ
し
の
車
内
放
送
の
よ
う
な
口
調
も
効
い
て
い
ま
す
。
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近
江
勧
学
館
賞

傾
け
ど
勇
気
届
か
ず
や
じ
ろ
べ
え　

肩
に
頭
を
載
せ
た
い
日
々
よ

牛
尾  

玲
（
京
都
府　

23
歳
）

京
阪
電
鉄
賞

雨
の
日
は
朝
か
ら
そ
わ
そ
わ
。
君
が
電
車
を
使
う
か
ら
。

Ｓ
ｕ
ｚ
ｕ
（
東
京
都　

18
歳
）
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近
江
鉄
道
賞

等
間
隔
に
空
い
た
ロ
ン
グ
シ
ー
ト
。
法
則
乱
し
た
君
と
僕

ハ
イ
ビ
ッ
グ
（
京
都
府　

32
歳
）

信
楽
高
原
鐵
道
賞

家
以
外
に
も
「
お
帰
り
」
を
感
じ
る
駅
が
あ
る
幸
せ
。

村
田  

千
賀
子
（
東
京
都　

53
歳
）
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西
日
本
旅
客
鉄
道
賞

押
し
入
れ
の
古
い
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
。
今
は
無
い
故
郷
の
駅
舎
。

住
吉  

美
和
子
（
大
阪
府　

60 

歳
）

比
叡
山
鉄
道
賞

上
り
の
君
と
下
り
の
私　

向
か
い
合
う
の
に
す
れ
違
う

川
村  

来
莉
（
静
岡
県　

17
歳
）
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商店街での展示

近江鉄道車内

青春号（京阪電車）京阪電車車内

信楽高原鐵道車内

第 16回入賞作品
展示の様子

（2023 年 2・3月撮影）



入
賞
作
品

京阪 交野市駅
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君
が
好
き
だ
と
叫
び
た
い　

発
車
ベ
ル
に
負
け
な
い
声
で

浅
井  

春
子
（
滋
賀
県　

17
歳
）

抱
っ
こ
で
見
て
い
た
電
車
を
、 
抱
っ
こ
で
見
せ
て
い
る
。

嶋
崎  

迅
平
（
埼
玉
県　

26
歳
）
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見
合
わ
せ
で　

動
か
ぬ
電
車
と
動
い
た
関
係

電
猫
（
神
奈
川
県　

21
歳
）

見
知
ら
ぬ
駅
舎
で
缶
コ
ー
ヒ
ー　

慣
れ
て
る
振
り
の
一
人
旅

中
立  

明
子
（
熊
本
県　

35
歳
）
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母
さ
ん
、
私
50
越
え
た
ん
よ
。
駅
ま
で
一
人
で
大
丈
夫
。

中
村  

智
美
（
滋
賀
県　

56
歳
）

く
る
ま
い
す
ベ
ビ
ー
カ
ー
み
ん
な
の
れ
る
え
き
に
な
あ
れ

長
谷
川  

陽
菜
（
京
都
府　

6
歳
）
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３
歳
児 

推
し
の
電
車
を
語
る
時
だ
け
や
た
ら
と
流
暢平

山  

暁
生
（
東
京
都　

36
歳
）

い
い
な
ぁ
電
車
は
進
路
が
決
ま
っ
て
て
。
僕
ま
だ
駅
構
内
よ

フ
ジ
（
滋
賀
県　

18
歳
）
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「
も
う
立
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
」
照
れ
笑
い
の
譲
り
文
句藤

咲  

沙
久
（
大
阪
府　

31
歳
）

私
の
推
し
は
さ
わ
や
か
な
笑
顔
が
素
敵
な
駅
員
さ
ん前

田  

蘭
奈
（
滋
賀
県　

12
歳
）



入
選
作
品

JR 三ノ宮駅
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電
車
の
窓
で
、
君
に
会
う
前
に
笑
顔
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク
。

藍
野  

白
砂
（
埼
玉
県　

18
歳
）

発
車
ベ
ル
に
の
っ
て　

手
を
ふ
る
君
を
連
れ
て
い
き
た
い

秋
里  

菜
月
（
愛
知
県　

47
歳
）

無
人
駅 

あ
ち
ら
と
こ
ち
ら 

あ
な
た
と
二
人 

影
が
重
な
る

安
城  

あ
や
か
（
愛
知
県　

30 

歳
）
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駅
舎
で
一
緒
に
雨
宿
り 

リ
ュ
ッ
ク
に
傘
を
潜
ま
せ
な
が
ら杏

（
東
京
都　

22
歳
）

君
の
笑
顔
を
追
い
続
け
こ
こ
ど
こ
だ
。
私
も
恋
も
迷
子
中
。

池
部  

穂
花
（
滋
賀
県　

13
歳
）

デ
デ
ン
、
デ
デ
ン
の
音
が
好
き
孫
の
笑
顔
と
石
坂
線上

田  

幸
男
（
滋
賀
県　

75
歳
）
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ホ
ー
ム
越
し
で
部
活
帰
り
の
君
に
振
る
手
に
は
単
語
帳

う
ど
ん
食
べ
過
ぎ
マ
ン
（
埼
玉
県　

17
歳
）

電
車
を
見
る
親
子　

反
抗
期
の
自
分
に
は
懐
か
し
い
光
景ウ

ノ
（
滋
賀
県　

17
歳
）

君
の
笑
顔
を
み
て
い
た
い
。
今
日
は
許
せ
る
遅
延
電
車
。

Ｈ
・
Ａ
（
和
歌
山
県　

18
歳
）
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駅
舎
に
鳥
の
巣　

彼
ら
か
僕
か　

早
く
笑
顔
で　

飛
べ
る
の
は

枝  

常
信
（
滋
賀
県　

40
歳
）

君
の
笑
顔
が
ま
ぶ
し
く
て 

不
意
に
立
ち
止
ま
る
遅
め
の
朝

遠
藤  

瑳
愛
佳
（
宮
城
県　

15
歳
）

駅
で
見
か
け
た
君
は　

ラ
ン
ド
セ
ル
の
頃
よ
り
男
前
。

大
木  

ゆ
か
り
（
埼
玉
県　

54
歳
）
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駆
け
込
ん
だ
先
に
君
。
間
に
合
わ
な
か
っ
た
心
の
準
備
。

岡
﨑  

陽
佑
（
東
京
都　

33 

歳
）

思
い
切
っ
て
席
を
譲
っ
た
。
心
の
中
が
笑
顔
で
い
ら
れ
た
。

岡
本  

望
（
滋
賀
県　

52
歳
）

無
頓
着
な
車
内
、
赤
子
に
は
微
笑
み
か
け
て
し
ま
う
も
の
。

カ
エ
デ
ノ
オ
ハ
ナ
（
宮
崎
県　

17
歳
）
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気
に
な
る
君
と
会
え
た
日
は　

雨
の
ち
虹　

私
の
心
の
天
気
予
報

春
日  

真
実
（
東
京
都　

20
歳
）

窓
越
し
に
運
転
席
を
覗
き
こ
む
小
さ
い
背
中 

遠
い
日
の
僕

勝
本  

優
希
（
滋
賀
県　

12
歳
）

出
発
す
る
私
の
涙
と
母
の
笑
顔
。
私
、
頑
張
っ
て
る
よ
。

ク
レ
オ
メ
（
長
崎
県　

20
歳
）
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向
か
い
に
座
る
彼
、
向
け
て
よ
私
に
も
、
そ
の
笑
顔
を

桑
名  

未
来
（
愛
媛
県　

22
歳
）

反
対
ホ
ー
ム
で
別
れ
た
君
と
電
車
が
来
る
ま
で
に
ら
め
っ
こ

消
し
ゴ
ム
（
新
潟
県　

13
歳
）

夏
め
く
車
内
と
笑
い
声 

イ
ヤ
ホ
ン
要
ら
ず 

青
春
の
音コ

ア
ラ
（
滋
賀
県　

17
歳
）
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教
え
て
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ 

電
車
で
彼
の
笑
顔
を
見
る
方
法

こ
っ
ち
（
東
京
都　

47
歳
）

連
結
を
挟
ん
で
座
る
秘
密
の
恋　

声
届
か
ず
も
合
う
目
線

ご
ま
し
お
（
大
阪
府　

28
歳
）

駅
舎
で
上
京
す
る
兄
の
出
発
を
笑
顔
で
見
守
る
親
の
後
ろ
姿

佐
口  

佳
誠
（
滋
賀
県　

14
歳
）
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田
舎
駅　

乗
車
ま
で
は
30
分　
「
肌
寒
い
ね
」
と
繋
ぐ
小
指

佐
久
間  

美
里
亜
（
茨
城
県　

32
歳
）

駅
舎
に
ぽ
つ
り
君
と
僕　

鼓
動
か
き
消
せ
雨
粒
の
音桜

小
町
（
神
奈
川
県　

32
歳
）

「
ど
う
ぞ
」
決
意
の
三
文
字
「
あ
り
が
と
う
」
優
し
い
笑
顔

佐
々
木  

柚
（
滋
賀
県　

13
歳
）
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桜
撮
る
君
の
背
を
撮
る
駅
ホ
ー
ム 

車
掌
が
笑
っ
て
い
た三

郎
（
千
葉
県　

73
歳
）

君
が
乗
る
電
車
が
見
え
た
ら 

蝉
時
雨
も
ホ
ー
ム
の
聖
歌
隊

柴
田  

修
三
（
三
重
県　

73
歳
）

朝
の
ホ
ー
ム
の
人
混
み　

弁
当
の
忘
れ
物
案
内
に
笑
い
の
渦

柴
田  

富
貴
（
三
重
県　

66
歳
）
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あ
の
別
れ
は
出
発
だ
っ
た
と
、
今
な
ら
笑
顔
で
言
え
る
。

代
田  

い
ず
み
（
東
京
都　

48
歳
）

窓
越
し
の
君 

吊
革
ず
ら
し
て
そ
っ
と
見
つ
め
る

水
涸  

木
犀
（
千
葉
県　

27
歳
）

毎
朝
次
々
と
人
を
充
電
し
て
い
く
駅
員
さ
ん
の
笑
顔す

ー
ざ
ん
（
愛
知
県　

41
歳
）
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わ
ざ
と
君
を
通
せ
ん
ぼ
す
る
僕
は
意
地
悪
な
改
札
機す

ぎ
や
ん
（
愛
知
県　

65
歳
）

君
が
席
を
去
っ
た
後　

そ
の
席
に
自
然
を
装
い
そ
っ
と
座
る

鈴
虫
（
兵
庫
県　

70
歳
）

君
と
毎
朝
乗
っ
た
旧
１
番
線
は
、
二
人
の
永
久
欠
番
。刹

那
（
北
海
道　

49
歳
）
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改
札
を　

足
取
り
軽
く　

す
り
抜
け
る　

君
に
会
い
た
い
月
曜
日

宗
樹
（
福
岡
県　

64
歳
）

人
生
は
片
道
切
符
の
一
人
旅　

土
産
は
君
と
出
会
え
た
奇
跡
。

高
塚  

潤
（
静
岡
県　

73
歳
）

母
が
笑
顔
で
言
っ
て
く
れ
る
気
を
付
け
て
は
最
強
の
お
守
り

武
田  

優
史
（
滋
賀
県　

14
歳
）
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忘
れ
物
探
し
に
あ
の
駅
へ
、
君
と
出
会
っ
た
あ
の
駅
へ

田
中  

正
博
（
東
京
都　

60
歳
）

進
路
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
け
ど 

向
い
の
ホ
ー
ム
で
会
え
る
よ
ね

田
中  

美
咲
（
滋
賀
県　

50
歳
）

ス
マ
ホ
夢
中
と
思
い
き
や
席
譲
っ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う

谷
池  

直
美
（
大
阪
府　

60
歳
）
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春
、 
そ
れ
ぞ
れ
の
出
発
、
鞄
に
夢
と
笑
顔
を
詰
め
込
ん
で 

寺
尾  

修
（
滋
賀
県　

48 

歳
）

マ
ス
ク
越
し
の
、
で
も
確
か
に
あ
っ
た
私
た
ち
の
青
春永

和
（
広
島
県　

20
歳
）

い
つ
も
僕
を
揺
ら
し
続
け
る
電
車
と
君
の
「
お
は
よ
う
！
」

中
井  

亨
子
（
愛
知
県　

51
歳
）
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5
年
ぶ
り
故
郷
の
駅
舎
で
心
が
弾
む
。
母
さ
ん
、
み
っ
け
。

永
田  

智
子
（
福
島
県　

40
歳
）

あ
な
た
の
名
字
に
な
っ
た
こ
と
を
噛
み
締
め
る
定
期
券

中
村  

里
奈
（
滋
賀
県　

29
歳
）

故
郷
を
離
れ
る
駅
で　

手
を
振
る
母
の　

笑
顔
忘
れ
じ寧

茶
（
奈
良
県　

63
歳
）
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「
出
発
よ
ー
し
」
の
大
き
な
声
に
弾
け
る
笑
顔
の
娘
達

長
谷
川  

真
由
美
（
京
都
府　

37
歳
）

「
初
め
ま
し
て
」
は
、
通
学
電
車
で
し
た
ね
、
旦
那
様

ハ
タ
・
サ
ワ
（
神
奈
川
県　

44
歳
）

再
開
の
笑
顔
、
駅
舎
が
二
人
の
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
。

ビ
ボ
ア
（
岡
山
県　

50
歳
）



41

マ
ス
ク
外
し
て
初
め
て
知
っ
た
君
の
え
く
ぼ
と
笑
い
声

広
島  

レ
モ
ン
（
滋
賀
県　

37
歳
）

急
発
進
！ 

停
車
！ 
進
行
！ 

急
停
車
！ 

君
と
の
恋
は
い
つ
も
賑
や
か

福
島  

に
こ
（
東
京
都　

14
歳
）

あ
の
子
が
待
つ
ホ
ー
ム　

一
段
飛
ば
し
で
駆
け
た
青
春

藤
田  

佳
代
（
愛
知
県　

49
歳
）
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二
人
席
微
笑
み
合
う
老
夫
婦　

私
の
理
想
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

藤
本  

惟
来
（
兵
庫
県　

18
歳
）

駅
の
ホ
ー
ム
雨
の
匂
い
。
刻
ま
れ
た
思
い
出
蘇
る
。藤

原  

菜
桜
（
滋
賀
県　

12
歳
）

乗
る
時
、
手
は
ギ
ュ
だ
よ
。
幼
子
の
エ
ス
コ
ー
ト
に
胸
キ
ュ
ン
。

ペ
タ
ペ
タ
（
福
島
県　

42
歳
）
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ロ
ン
グ
シ
ー
ト
一
列
に
行
儀
よ
く
、
部
活
指
定
の
同
じ
靴

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
（
兵
庫
県　

47
歳
）

揺
れ
る
電
車　

触
れ
る
肩　

笑
顔
の
意
味
を
教
え
て
よ

前
田  

夏
菜
子
（
埼
玉
県　

28
歳
）

駅
舎
の
落
書
き
ソ
ッ
と
撫
で　

誰
に
も
言
え
な
い
片
思
い

ｍ
ａ
ｅ
ｍ
ｕ
ｋ
ｉ
桜
来
（
千
葉
県　

48
歳
）
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カ
ッ
プ
ル
横
目
に
口
癖
の
「
女
子
校
の
青
春
も
最
高
だ
」

松
本  

瑞
己
（
兵
庫
県　

16
歳
）

決
ま
ら
な
い　

遠
い
町
へ
ゆ
く
君
を　

ど
ん
な
顔
で
見
送
る
か

ミ
ナ
ト
（
埼
玉
県　

32
歳
）

い
つ
も
の
場
所
へ
特
別
な
場
所
へ 
始
ま
り
は
い
つ
も
こ
の
駅
舎

笑
波
（
大
阪
府　

24
歳
）
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名
も
知
ら
ぬ
君
の
笑
顔
に
会
い
た
く
て 

電
車
一
本
早
く
乗
る

峯
岸  

佐
千
子
（
群
馬
県　

58
歳
）

ト
ン
ネ
ル
を
出
て
、
景
色
ま
で
も
上
書
き
す
る
君
。

明
光  

翼
（
滋
賀
県　

13
歳
）

曇
り
ド
ア
窓
に
「
恋
」
と
。
誰
か
の
忘
れ
物
か
な
。む

に
太
郎
（
神
奈
川
県　

26
歳
）
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出
発
を
お
父
さ
ん
に
合
わ
せ
て
み
る 

反
抗
期
な
り
の
愛
情

村
井  

愛
実
（
滋
賀
県　

14
歳
）

ま
だ
誰
も
い
な
い
駅
舎
で　

今
日
も
笑
顔
の
練
習
を
す
る

村
山  

哲
也
（
愛
知
県　

21
歳
）

他
愛
無
い
君
の
話
に
帰
り
道 
仲
良
く
笑
う
私
と
吊
り
革

め
ん
だ
こ
（
神
奈
川
県　

18
歳
）
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全
力
で
走
っ
た
君
。
手
に
は
賞
状
、
顔
に
は
笑
顔
咲
く
帰
路

持
田  

悠
萌
（
滋
賀
県　

15
歳
）

旅
立
ち
の
日
に
切
符
を
切
っ
た
駅
員
さ
ん
は
駅
長
に谷

田
部  

達
郎
（
埼
玉
県　

73
歳
）

よ
ろ
け
て
掴
ま
る
君
の
腕
、
こ
の
吊
り
革
は
私
専
用矢

部  

未
弥
（
静
岡
県　

17
歳
）
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電
車
の
中
で
笑
顔
の
練
習 

も
う
す
ぐ
君
が
乗
っ
て
く
る
か
ら

山
川  

有
愛
（
滋
賀
県　

14
歳
）

新
し
い
制
服
を
着
る
君
へ
駅
員
室
か
ら
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い

山
田  

哲
平
（
滋
賀
県　

15
歳
）

電
車
内
に
響
く
送
信
音 

ソ
ワ
ソ
ワ
し
な
が
ら
返
事
を
待
つ
僕

山
根  

孝
人
（
滋
賀
県　

13
歳
）
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「
笑
う
と
目
な
く
な
る
の
好
き
」　

水
平
線
の
見
え
る
駅
に
て

山
本  

貴
幸
（
大
阪
府　

35
歳
）

君
と
行
っ
た
夏
祭
り
、
帰
り
の
電
車
、
窓
際
ラ
ム
ネ
瓶
二
つ

山
本  

裕
樹
（
滋
賀
県　

13
歳
）

向
か
い
の
ホ
ー
ム
の
君
の
手
話｢
ボ
タ
ン
取
れ
て
る｣ゆ

き
ぼ
た
る
（
新
潟
県　

76
歳
）
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仕
事
終
わ
り
駅
舎
で
飲
む
ビ
ー
ル　

こ
れ
が
大
人
の
青
春
か

ヨ
ボ
セ
ヨ
（
東
京
都　

26
歳
）

団
体
賞

大
津
市
立
打
出
中
学
校
（
滋
賀
県
）

大
津
市
立
堅
田
中
学
校
（
滋
賀
県
）
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審
査
員
コ
メ
ン
ト

●
大
津
市
副
市
長　

杉
江  

達
秀

審
査
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
4
年
目
。
い
つ
の
間
に
か
こ
の
時
期
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
自
分
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

♪
青
春
時
代
が
夢
な
ん
て
あ
と
か
ら
ほ
の
ぼ
の
思
う
も
の
～
～
♪　

♪
青
春
の
後
姿
を
人
は
み
な
忘
れ
て
し
ま
う
～
～
♪　

私
の
青
春
時
代
の
歌
を
思
い
出
し
な
が
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
つ
も
な
が
ら
頭
に
し
っ
か
り
と
情

景
描
写
を
描
け
る
か
、
お
よ
そ
21
文
字
の
言
葉
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
て
い
る
か
に
重
き
を
置
い
て
審
査
し
ま
し
た
。
全
部
素
晴

ら
し
い
作
品
で
す
。
皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
作
品
に
出
会
え
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
日
本
放
送
協
会
大
津
放
送
局
長
　
小
磯
　
亮

21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
初
め
て
審
査
し
ま
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
「
言
葉
の
取
扱
説
明
書
」
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
サ
ブ
テ
ー
マ
で
あ
る
「
笑
顔
」
を
一
つ
と
っ
て
み
て
も
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
に
会
え
ま
し
た
。「
あ
ふ
れ
る
笑
顔
」「
無

邪
気
な
笑
顔
」
か
ら
、「
作
り
笑
顔
」
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
景
が
目
に
浮
か
び
、
都
度
、
胸
が
キ
ュ
ン
と
な
っ
た
り
、
ク
ス
っ

と
笑
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
し
た
。
自
分
も
人
も
周
り
も
幸
せ
に
す
る
「
笑
顔
」
と
い
う
言
葉
。
そ
の
使
い
方
を
じ
っ
く
り
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
再
来
年
も
た
く
さ
ん
の
〝
ト
リ
セ
ツ
〟
に
出
会
え
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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●
ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
滋
賀
株
式
会
社
　
片
岡
　
哲

ど
の
作
品
も
「
青
春
」
に
つ
い
て
様
々
な
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
な
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
つ
い
微
笑
ん
だ
り
、

自
身
の
青
春
時
代
を
思
い
出
し
た
り
と
自
然
と
作
品
で
描
か
れ
て
い
る
シ
ー
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
う
ほ
ど
、
ど
れ
も
興
味

深
い
、
面
白
い
作
品
で
し
た
。
次
回
以
降
の
応
募
作
品
も
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
大
津
商
工
会
議
所
女
性
会
会
長
　
岡
澤  

則
子

大
津
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
今
年
も
丹
念
に
二
次
審
査
を
行
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
当
会
も
こ
こ
一
年
色
々
と
多
忙
で
今

年
の
審
査
員
は
い
つ
も
の
半
数
の
八
名
で
し
た
が
、
十
年
来
の
ベ
テ
ラ
ン
ば
か
り
で
取
り
組
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
青
春
ま
っ

し
ぐ
ら
の
ト
キ
メ
キ
の
詩
が
七
十
代
で
、
人
生
経
験
の
重
み
を
感
じ
る
詩
が
十
代
だ
っ
た
り
、
毎
年
な
が
ら
驚
か
さ
れ
ま
す
。

遠
い
日
に
思
い
を
馳
せ
る
、
未
来
に
夢
を
描
く
、
こ
の
二
つ
の
逆
ベ
ク
ト
ル
の
傍
に
い
つ
も
「
電
車
」
が
あ
る
こ
と
に
と
て
も

深
い
感
慨
を
覚
え
ま
す
。
京
阪
石
坂
線
は
当
会
の
メ
ン
バ
ー
も
そ
の
多
く
が
青
春
を
過
ご
し
た
（
約
半
世
紀
前
？
）
懐
か
し
い
路

線
で
す
の
で
審
査
に
も
熱
が
入
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
文
字
数
で
そ
の
思
い
を
表
現
す
る
難
し
さ
を
実
感
し
な
が
ら
、
我
々
な
が

ら
に
「
言
葉
」
と
「
心
」
が
融
合
し
た
素
晴
ら
し
い
作
品
を
選
ば
せ
て
貰
っ
た
つ
も
り
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
毎
日
新
聞
大
津
支
局
長
　
藤
田  

文
亮

淡
い
恋
心
を
中
心
に
自
ら
の
心
情
を
つ
づ
っ
た
作
品
が
多
い
中
、
他
者
へ
の
慈
し
み
の
ま
な
ざ
し
や
、
他
者
か
ら
の
慈
し
み

へ
の
感
謝
の
作
品
に
出
会
え
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
６
歳
が
望
む
車
椅
子
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
中
高
生
ら
に

と
っ
て
嬉
し
恥
ず
か
し
の
席
譲
り
、
向
か
い
ホ
ー
ム
へ
送
る
手
話
に
込
め
た
愛
お
し
さ
、
静
か
に
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
親
へ



53

の
思
い

―
。
作
品
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
世
の
中
が
こ
ん
な
に
ト
キ
メ
キ
と
優
し
さ
に
包
ま
れ
た
な
ら
ば
ど
ん
な

に
い
い
だ
ろ
う
、
と
感
じ
ま
し
た
。

●
近
江
鉄
道
株
式
会
社
　
堀
口
　
潔

多
く
の
作
品
を
拝
見
し
、
自
分
の
思
い
出
に
重
な
り
非
常
に
懐
か
し
く
思
え
る
作
品
や
自
分
に
な
い
目
線
で
見
ら
れ
て
い
る

作
品
、
情
景
が
あ
り
あ
り
と
目
に
浮
か
ぶ
作
品
な
ど
、
非
常
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
み
じ
か
い
言
葉
で
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
表
現
さ
れ
て
お
り
、
審
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
深
意
が
し
っ
か
り
と
読
み
取
れ
て
い
な
い
部

分
も
否
定
は
で
き
ま
せ
ん
が
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
ご
容
赦
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

な
か
な
か
、
こ
の
よ
う
な
作
品
に
接
す
る
機
会
も
な
く
、
ま
た
作
品
を
拝
見
す
る
中
で
と
て
も
心
が
洗
わ
れ
た
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

「
21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
素
晴
ら
し
い
取
組
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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俵
万
智
（
た
わ
ら
ま
ち
）
歌
人

早
稲
田
大
学
卒
。
１
９
８
６
年
、
作
品
「
八
月
の
朝
」
で
第
32
回
角
川
短
歌
賞
受

賞
。
１
９
８
７
年
、
第
一
歌
集
「
サ
ラ
ダ
記
念
日
」
を
出
版
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

る
。
翌
年
、「
サ
ラ
ダ
記
念
日
」
で
第
32
回
現
代
歌
人
協
会
賞
受
賞
。
２
０
０
４
年 

評
論
「
愛
す
る
源
氏
物
語
」
で
第
14
回
紫
式
部
文
学
賞
受
賞
。
第
四
歌
集
「
プ
ー
さ

ん
の
鼻
」
で
２
０
０
６
年 

第
11
回
若
山
牧
水
賞
受
賞
。
歌
集
の
他
、
小
説
、
エ
ッ
セ

イ
な
ど
著
書
多
数
。
歌
集
「
未
来
の
サ
イ
ズ
」
で
詩
歌
文
学
館
賞
、
迢
空
賞
。
長
年

の
清
新
な
創
作
活
動
と
短
歌
の
裾
野
を
広
げ
た
功
績
に
よ
り
朝
日
賞
な
ら
び
に
紫
綬

褒
章
受
賞
。
最
新
歌
集
は
『
ア
ボ
カ
ド
の
種
』。

俵
万
智
さ
ん
総
評

駅
舎
や
電
車
が
、
人
生
の
大
切
な
場
面
の
舞
台
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
日
常
的
な
も
の
で
あ
り
つ
つ
、

特
別
な
空
間
で
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
み
な
さ
ん
の
作
品
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。



55

ポスターデザイン：角谷 和好　監修：びわこデザイン文化協会



56

滋
賀
県
知
事
祝
辞

「
第
17
回　

青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
作
品
集
の
御
完
成
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
は
５
０
２
２
作
品
も
の
応
募
が
あ
り
、
中
に
は
毎
年
応
募
さ
れ
て
い
る
方
、
何
点
も
応
募
さ
れ
た
方
、
そ
し
て
海
外
か

ら
応
募
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
毎
年
多
く
の
方
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
喜

ば
し
く
思
い
ま
す
。
そ
し
て
私
自
身
も
過
去
に
作
品
を
応
募
し
た
こ
と
が
あ
り
、
毎
年
受
賞
作
品
を
見
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
１
人
で
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
出
発
」「
駅
舎
」「
笑
顔
」
で
し
た
が
、同
じ
テ
ー
マ
で
も
年
齢
層
や
環
境
に
よ
っ
て
全
く
違
う
作
品
と
な
っ

て
お
り
、
皆
様
の
日
常
の
中
に
あ
る
電
車
や
駅
が
舞
台
だ
か
ら
こ
そ
人
の
数
だ
け
の
ド
ラ
マ
が
あ
る
の
だ
な
と
、
そ
ん
な
思
い

出
の
一
部
を
共
有
い
た
だ
け
嬉
し
い
限
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
電
車
が
皆
様
の
日
常
に
寄
り
添
え
る
よ
う
、
公
共
交
通
の
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
の
作
品
集

を
読
ん
で
「
久
し
ぶ
り
に
電
車
に
乗
っ
て
み
た
い
な
」
と
感
じ
ら
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ
滋
賀
に
足
を
運
ん
で
、
こ
の
青
春
21
文
字

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
端
と
な
っ
た
京
阪
石
山
坂
本
線
に
乗
っ
て
新
た
な
ド
ラ
マ
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
も

に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
皆
様
の
御
活
躍
を
お
祈
り
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
6
年
吉
日　

滋
賀
県
知
事　
　

三
日
月  

大
造
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大
津
市
長
祝
辞

「
第
17
回
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
作
品
集
が
発
刊
に
至
り
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
事
業
は
、
京
阪
電
車
の
石
山
坂
本
線
に
21
の
駅
が
あ
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
始
ま
り
、

今
年
で
17
回
目
を
迎
え
、
大
津
発
の
独
自
の
文
芸
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
回
は
「
出
発
」、「
駅
舎
」、「
笑
顔
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
と
し
て
作
品
を
募
集
さ
れ
、
昨
年
度
を
超
え
る
５
０
２
２
点
の
応
募

が
全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
趣
旨
が
多
く
の
人
の
共
感
を
呼
び
、
厚
く
ご
支
持
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
感
じ
、
深
く
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
作
品
は
、
電
車
に
ま
つ
わ
る
青
春
や
日
常
の
か
け
が
え
の
な
い
瞬
間
を
切
り
取
っ
て
私
た
ち
に
見
せ
て
く

れ
る
魅
力
的
な
言
葉
ば
か
り
で
、
21
文
字
と
い
う
限
ら
れ
た
文
字
数
で
自
身
が
表
現
し
た
い
こ
と
に
誠
心
誠
意
向
き
合
う
作
者

の
熱
い
思
い
が
、
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
多
く
の
人
の
心
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
本
事
業
を
通
じ
て
文
化
の
輪
が
ま
す

ま
す
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
事
業
や
作
品
集
の
制
作
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

令
和
6
年
吉
日

大
津
市
長　
　

佐
藤  

健
司



青春
電 車 青 春

テ ー マ

と

青春
文字の

メッセージ展
21

～ことばが光ると おもいが届く～

12.12      12.17-
9:30  17:00-

2023年

火 日
※17 日は16:00 まで

滋 賀 県 立 美 術 館  ラ ボ
滋 賀 県 大 津 市 瀬 田 南 大 萱 町 1 7 4 0 - 1
t e l . 0 7 7 - 5 4 3 - 2 1 1 1  f a x . 0 7 7 - 5 4 3 - 2 1 7 0

2
次
審
査
通
過
の
入
選
1
0
0

作
品
を
発
表
・
過
去
の
優
秀
賞
受
賞
作
品
展
示

入
選
1
0
0
作
品
の
中
か
ら
来
場
者
が
投
票
で
決
め
る
「
 
文
字
 
美
術
館
」
賞

in

21

■主催：電車と青春 21 文字プロジェクト ■共催：大津市　■後援：滋賀県

■協賛：トヨタモビリティ滋賀、叶 匠壽庵、大津商工会議所女性会、近江勧学館、京阪電気鉄道、近江鉄道、信楽高原鐵道、西日本旅客鉄道、京都信用金庫、比叡山鉄道

■協力：大津市社会福祉協議会、特定非営利活動法人 BRAH=art.、びわこデザイン文化協会 ＜お問い合わせ＞電車と 21 文字プロジェクト　tel.080-2444-3359

音で聴く青春 21 文字のメッセージ

12.16 土 木 の ホ ー ル
 13:30-15:00

朗 読 音 楽 演 奏
「 ゴ リ ラ 祭 ― ズ 」

古 賀 礼 人
「ボランティア朗読

比良の風 琵琶のさざなみ」
（ ギ タ ー ・ ボ ー カ ル ）

イベントの内容が変更になる場合があります。
詳しくは、ホームページをご覧ください。

新文芸

2 1 文字で表現する

電車・駅を切り口に

青春の思いを

令和 5 年度「滋賀をみんなの美術館に」
プロジェクト採択事業

ポスターデザイン：井上カツオ



今
年
の
活
動
を
振
り
返
る
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ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

今
回
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
目
標
額
を
達
成
し
ま
し
た
。
昨
年
同
様
に
リ
タ
ー
ン
品
の
提
供
を
協
力
頂
い

た
各
社
に
加
え
て
、
新
規
の
協
力
企
業
も
加
わ
り
ま
し
た
。

今
回
の
リ
タ
ー
ン
品
の
特
徴
と
し
て
、
地
元
・
大
津
を
舞
台
と
し
た
青
春
小
説
「
成
瀬
は
天
下
を
取
り
に
い
く
」
の
作
者
・

宮
島
未
奈
さ
ん
作
品
と
の
コ
ラ
ボ
を
実
施
。
大
津
を
舞
台
に
し
た
同
青
春
小
説
を
こ
の
事
業
で
は
応
援
を
し
て
お
り
、
サ
イ
ン

入
り
の
小
説
本
と
小
説
の
聖
地
巡
礼
と
な
る
リ
タ
ー
ン
品
企
画
を
地
元
の
皆
様
の
協
力
を
得
て
採
用
し
ま
し
た
。

「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
発
祥
は
京
阪
電
鉄
石
坂
線
で
す
が
、
鉄
道
グ
ッ
ズ
提
供
協
力
事
業
者
と
し
て
滋
賀
県
内
の

鉄
道
は
5
社
（
京
阪
電
鉄
、
近
江
鉄
道
、
信
楽
高
原
鐵
道
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
比
叡
山
鉄
道
）
に
増
え
ま
し
た
。
駅
や
車
内
で
の
作
品
発

表
の
場
の
提
供
な
ど
広
報
面
で
の
協
力
も
大
き
な
魅
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
サ
イ
ト
で
活
動
を
知
っ
た
方
、
文
化
活
動
や
電
車
に
興
味
の
あ
る
方
な
ど
、
様
々
な
き
っ
か

け
で
活
動
に
着
目
し
て
支
援
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
添
え
ら
れ
て
い
る
皆
様
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

■ �

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
応
援
し
ま
す
。
眩
し
く
な
る
ほ
ど
の
青
春
作
品
が
鑑
賞
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。 

■ �

文
化
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
！　

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

■ 

こ
の
青
春
21
文
字
が
い
つ
か
滋
賀
県
発
の
文
芸
と
し
て
発
展
し
、
全
国
へ
響
き
渡
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

■ ��

毎
年
、
車
内
や
駅
で
見
る
た
び
に
、
つ
り
革
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
通
学
し
て
い
た
こ
ろ
を
思
い
出
し
、
甘
酸
っ
ぱ
く
も
爽
や
か
な
気
分
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に
な
り
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
の
向
こ
う
を
張
っ
た
ア
ニ
ュ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
認
知
度
を
上
げ
ら
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

■ �
40
年
ほ
ど
前
、
高
校
生
の
時
、
電
車
通
学
し
て
い
ま
し
た
。
故
郷
を
離
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
今
も
琵
琶
湖
と
瀬
田
川
の
風
景
が
目

に
浮
か
び
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
「
青
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

■ �

滋
賀
県
に
来
て
初
め
て
こ
ち
ら
の
取
り
組
み
を
知
り
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
幅
広
い
世
代
か
ら
支
持
さ
れ
、
末
長
く

続
く
こ
と
を
願
っ
て
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■ ��

第
15
回
か
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
出
逢
い
、
今
年
も
ま
た
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
電
車
と
青
春
の
思
い
出
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
瑞
々
し
い
21
文
字
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。
運
営
に
携
わ
る
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
も

感
謝
を
添
え
て
。

「成瀬は天下を取りにいく」宮島未奈著
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「
滋
賀
を
み
ん
な
の
美
術
館
に
」
概
要
と
「
21
文
字 

ｉ
ｎ 

美
術
館
」
賞
の
発
表

昨
年
に
続
き
こ
の
事
業
は
、
滋
賀
県
文
化
芸
術
振
興
課
美
の
魅
力
発
信
推
進
室
が
募
集
し
た
令
和
5
年
度
「
滋
賀
を
み
ん
な

の
美
術
館
に
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
が
長
年
続
け
て
き
た
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
言
葉
を
磨
き
、

言
葉
の
美
を
見
つ
け
る
取
り
組
み
」
と
言
え
、
事
業
の
一
環
と
し
て
滋
賀
県
立
美
術
館
に
て
「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」

を
開
催
し
ま
し
た
（
写
真
①
）。

今
年
は
、美
術
館
の
都
合
で
開
催
日
が
12
月
20
日
ま
で
に
と
い
う
こ
と
で
、12
月
12
日(

火)

～
17
日(

日)

に
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
の
選
考
過
程
で
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
最
終
審
査
中
の
時
期
で
し
た
の
で
、
決
定
し
て
い
た
入
選
１
０
０
作
品
を
披
露
し

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
最
優
秀
作
品
も
合
わ
せ
て
展
示
し
ま
し
た
。
開
催
案
内
は
、
新
聞
や
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
で
の
駅
・

電
車
内
告
知
に
加
え
て
、
入
選
者
に
も
事
前
に
連
絡
し
ま
し
た
。

開
催
中
、
来
場
者
の
方
に
今
年
の
入
選
作
品
か
ら
気
に
入
っ
た
も
の
を
投
票
し
て
も
ら
い
「
21
文
字 

ｉ
ｎ 

美
術
館
」
賞
を
選

ぶ
と
い
う
こ
と
を
試
み
ま
し
た
（
写
真
②
）。
来
場
い
た
だ
い
た
方
々
は
、
皆
さ
ん
本
当
に
真
剣
に
１
０
０
作
品
を
見
て
、
時
間

を
か
け
て
何
度
も
何
度
も
確
認
し
て
投
票
し
て
く
れ
ま
し
た
。
述
べ
ら
れ
る
感
想
も
「
心
が
温
か
く
な
っ
た
」「
い
い
取
り
組
み

や
ね
」
と
の
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
会
場
展
示
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人BRAH=art.

の
協
力
で
、
過
去
の
優
秀
作
品
や
取
り
組
み
を
、
動
画
に
し
て

上
映
し
ま
し
た
。
動
画
は
、冒
頭「
青
春
組
た
て
キ
ッ
ト
」と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
制
作
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
映
像「
セ
ピ
ア
色
の
青
春
」、
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過
去
16
回
の
優
秀
作
品
の
紹
介
。
そ
し
て
、こ
れ
ま
で
の
活
動
の
履
歴
と
し
て
電
車
の
車
体
に
受
賞
作
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
電
車
。

電
車
が
動
く
舞
台
と
な
っ
て
町
ゆ
く
人
を
早
春
の
風
物
詩
と
し
て
和
ま
せ
て
い
た
当
時
の
動
画
を
上
映
し
ま
し
た
。
会
場
で
思

わ
ず
笑
顔
が
浮
か
ぶ
時
間
旅
行
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
会
場
を
電
車
内
に
い
る
か
の
よ
う
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
。
近
江
鉄
道
の
協
力
で
車
両
の
シ
ー
ト
を
借
り
、
家
具
職
人

が
台
座
を
制
作
し
人
が
座
る
こ
と
が
で
き
る
様
に
し
ま
し
た
（
写
真
③
）。
吊

り
革
も
壁
面
に
設
置
、
ゆ
っ
た
り
と
車
両
の
椅
子
に
座
っ
て
電
車
内
や
走
行

風
景
の
映
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
効
果
的
な
演
出
と
な
り
ま
し
た
。

会
期
中
の
16
日(

土)

に
「
音
で
聴
く
21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
朗
読 

比
良
の
風 

琵
琶
の
さ
ざ

波
」
に
よ
る
過
去
の
優
秀
作
と
俵
万
智
さ
ん
の
講
評
を
耳
で
聴
く
試
み
を
行

い
ま
し
た
。
作
品
を
改
め
て
耳
か
ら
聞
く
こ
と
で
描
か
れ
る
「
電
車
と
青
春

の
世
界
」
が
身
近
に
な
り
ま
し
た
（
写
真
④
）。
加
え
て
、
大
津
が
舞
台
で
、

今
話
題
の
青
春
小
説
「
成
瀬
は
天
下
を
取
り
に
い
く
」
の
「
あ
り
が
と
う
西

武
大
津
店
」
の
章
を
大
津
弁
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
朗
読
。
地
元
ゆ
え
に

「
な
っ
と
く
」
と
い
っ
た
反
応
が
聴
衆
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
ゴ
リ
ラ
祭
ー
ズ
に
製
作
し
て
も
ら
っ
た
「
21
文
字
の
う
た
」
を
、
メ

ン
バ
ー
の
古
賀
礼
人
さ
ん
が
ソ
ロ
ボ
ー
カ
ル
と
ギ
タ
ー
で
演
奏
。
あ
た
た
か

な
歌
声
が
心
に
し
み
ま
し
た
（
写
真
⑤
）。

●❶
「青春 21 文字のメッセージ展」（滋賀県立美術館）
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「青春 21 文字のメッセージ展」（滋賀県立美術館）

●❺

●❷

●❸

●❹
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こ
れ
ま
で
募
集
し
発
表
す
る
側
で
あ
る
私
た
ち
は
、
受
け
取
り
手
で
あ
る
読
者
と
作
者
と
の
関
係
性
は
長
年
想
像
の
中
で
の

世
界
で
し
た
。
が
、
美
術
館
で
「
21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
展
示
し
た
こ
と
で
作
者
と
読
者
が
こ
の
場
で
出
会

い
、弾
け
る
笑
顔
で
会
話
す
る
交
流
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
実
感
で
き
、

今
後
の
活
動
へ
の
原
動
力
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
の
投
票
で
選
ば
れ
た
作
品
で
す
。

●
金
賞
：	

子
ど
も
切
符
を
買
っ
た
子
の
手
に
十
円
の
跡　

●
銀
賞
：	

君
が
好
き
だ
と
叫
び
た
い　

発
車
ベ
ル
に
負
け
な
い
声
で　

●
銅
賞
：	

無
口
な
君
が
席
を
ゆ
ず
る
。
私
の
心
の
席
に
君
が
座
る
。

	

母
さ
ん
、
私
50
超
え
た
ん
よ
。
駅
ま
で
一
人
で
大
丈
夫

	

ス
マ
ホ
夢
中
と
思
い
き
や
席
譲
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

（
文
中　

敬
称
略
）
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画
家 

寺
田
み
の
る
さ
ん
コ
メ
ン
ト
（
＊
）地
元
を
愛
す
る
画
家　

寺
田
み
の
る
さ
ん
。各
地
の
鉄
道
の
沿
線
ス
ケ
ッ
チ（
電

車
の
あ
る
風
景
）
を
寄
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

寺
田
み
の
る
、
大
津
市
生
ま
れ
。
旧
三
洋
電
機
企
画
部
長
。

世
界
水
彩
画
精
鋭
選
抜
展
招
待
作
家
。

大
津
市
絵
画
展
審
査
委
員
長
、
個
展
１
０
０
回　

イ
タ
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
で
も
開
催
、
著
書
多
数

旅
も
、
通
学
も
、
通
勤
も
、
わ
ず
か
な
時
間
に
、
い
っ
ぱ
い
の
人
間

ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
青
春
21
文
字
で
日
々
を
過
ご
し
た

い
も
の
で
す
ね
。

瀬田唐橋



前
回
（
第
16
回
）
受
賞
者
コ
メ
ン
ト
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前
回
（
第
16
回
）
受
賞
者
コ
メ
ン
ト

●
桐
山
　
菊
子
（
大
津
市
長
賞
）

第
16
回
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
市
長
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
さ
か
の
受
賞
に
は
大
変
驚

き
ま
し
た
。

数
年
前
に
募
集
を
知
り
、「
ど
な
た
で
も
…
…
」
の
文
言
に
ク
ラ
ッ
と
き
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

昨
今
の
電
車
の
中
の
風
景
は
、
十
人
中
八
、九
人
ま
で
が
ス
マ
ホ
に
視
線
。
か
く
言
う
私
も
、
座
れ
ば
つ
い
ス
マ
ホ
を
チ
ェ
ッ
ク
。

で
も
、
大
音
を
出
す
で
も
な
く
、
黙
々
と
ス
マ
ホ
を
眺
め
る
老
若
男
女
を
運
ん
で
い
く
こ
の
風
景
は
、
何
だ
か
平
和
だ
な
、
と
感
じ

た
こ
と
か
ら
で
し
た
。

俵
万
智
氏
の
選
に
与
れ
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
子
ど
も
や
孫
の
よ
う
な
若
い
人
た
ち
に
交
じ
っ
て
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、

恥
ず
か
し
く
も
、嬉
し
い
出
来
事
で
し
た
。
自
分
自
身
の
励
み
に
も
な
り
、幾
つ
に
な
っ
て
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
な
い
大
切
さ
を
、

今
更
な
が
ら
学
ん
だ
気
が
し
ま
す
。

青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
し
て
、
電
車
も
人
の
こ
こ
ろ
も
ず
っ
と
繋
が
っ
て
い
け
る
世
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
と
念
じ
て
お

り
ま
す
。

作
品　
【
電
車
に
乗
れ
ば
皆
ス
マ
ホ 

小
さ
な
平
和
が
揺
れ
て
行
く
】
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●
大
津
市
立
堅
田
中
学
校
（
団
体
賞
）

こ
の
度
は
初
め
て
団
体
賞
を
い
た
だ
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
本
校
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
も
、
今
回
の
受
賞
は
今
後
の
活
動

の
励
み
に
な
る
も
の
で
し
た
。

「
青
春
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、
何
を
思
い
浮
か
べ
る
か
？

こ
う
問
い
か
け
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
次
々
に
自
分
の
思
う
「
青
春
」
を
口
に
し
ま
す
。

大
人
の
思
う
「
青
春
」
と
、
今
の
中
学
生
が
思
い
描
く
「
青
春
」
は
、
同
じ
よ
う
で
ど
こ
か
違
い
ま
す
。
大
人
で
は
思
い
つ
か
な
い

よ
う
な
場
面
を
切
り
取
っ
て
、
そ
こ
か
ら
言
葉
を
紡
い
で
い
く
中
学
生
た
ち
。「
え
、
そ
ん
な
場
面
で
⁉
」
と
思
う
よ
う
な
一
瞬
で
も
、

子
ど
も
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
青
春
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
完
成
し
た
作
品
を
見
て
、
そ
の
子
が
感
じ
る
青
春
の
断
片
を
、
共
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
楽
し
み
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。　

こ
の
取
り
組
み
に
参
加
さ
せ
て
い
だ
だ
い
て
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
感
性
に
は
驚
か
さ
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

今
の
中
学
生
の
「
こ
ん
な
青
春
が
し
た
い
！
」
と
い
う
素
直
な
思
い
、「
青
春
し
て
る
！
」
と
い
う
喜
び
を
、
ぜ
ひ
一
緒
に
感
じ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

●
宮
城
県
名
取
高
等
学
校
（
団
体
賞
）

本
校
で
は
、
国
語
科
か
ら
の
課
題
と
し
て
、「
青
春
21
文
字
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
応
募
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て

団
体
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

宮
城
県
名
取
高
等
学
校
は
、
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
、
阿
武
隈
急
行
線
な
ど
、
複
数
の
在
来
線
が
交
わ
る
場
所
に
あ
り
ま
す
。
毎
日
電
車
を

利
用
し
て
通
学
し
て
い
る
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
生
徒
に
と
っ
て
日
常
に
な
じ
み
深
い
「
電
車
」
と
、
ま
っ
た
だ
中
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に
い
る
「
青
春
」
の
一
コ
マ
を
、 

21
文
字
に
込
め
る
こ
と
で
、
表
現
力
や
想
像
力
を
育
む
の
に
適
し
た
題
材
が
「
青
春
21
文
字
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

学
校
と
し
て
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
自
信
を
持
ち
、
生
徒
が
課
題
に
取
り
組
む
際
の
意
欲
向
上
に
繋
が
り
ま
し
た
。

今
後
も
国
語
科
と
し
て
積
極
的
に
応
募
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
選
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
審
査
員
の
皆
様
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
に
携
わ
る
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
継
続
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

阪堺線　堺で
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あ
と
が
き

第
17
回
の
応
募
総
数
は
5
０
２
２
作
品
で
し
た
。
毎
回
設
定
す
る
サ
ブ
テ
ー
マ
で
す
が
、
今
回
は
、
青
春
時
代
で
「
出
発
」

電
車
関
連
で
「
駅
舎
」、
そ
し
て
長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
解
き
放
た
れ
、
こ
ぼ
れ
る
「
笑
顔
」
の
3
つ
と
し
ま
し
た
。
応
募
作

中
「
笑
顔
」
が
最
も
多
く
、
組
み
合
わ
せ
で
は
「
出
発
＆
笑
顔
」
で
し
た
。

俵
さ
ん
か
ら
全
体
講
評
で
、「
駅
舎
や
電
車
が
、
人
生
の
大
切
な
場
面
の
舞
台
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

日
常
的
な
も
の
で
あ
り
つ
つ
、
特
別
な
空
間
で
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
み
な
さ
ん
の
作
品
を
通
し
て
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

恋
や
愛
を
う
た
っ
た
作
品
も
変
わ
ら
ず
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
暮
ら
し
の
中
で
あ
た
た
か
く
ホ
ッ
と
す
る
情
景
の
う

か
ぶ
作
品
に
た
く
さ
ん
出
会
え
た
気
が
し
ま
す
。

知
事
賞
の
「
子
ど
も
切
符
を
買
っ
た
子
の
手
に
十
円
の
跡
」
思
わ
ず
そ
の
光
景
が
目
に
浮
か
び
、
い
と
お
し
く
な
り
ま
す
。

こ
の
作
者
は
「
近
江
鉄
道　

駅
務
員
」
の
方
で
、「
夏
休
み
こ
ど
も
10
円
１
デ
イ
パ
ス
」
の
発
売
期
間
中
の
こ
と
だ
そ
う
。
し
っ

か
り
握
り
し
め
た
拳
、
開
く
と
汗
づ
く
の
手
の
ひ
ら
に
10
円
玉
の
柄
が
く
っ
き
り
！
有
人
駅
で
の
切
符
の
販
売
や
改
札
だ
か
ら

こ
そ
生
ま
れ
た
作
品
で
す
。
大
津
市
長
賞
の
「
さ
り
気
な
く
譲
る
少
年
。
お
腹
の
子
も
そ
う
育
て
た
い
」。
車
内
で
ふ
と
目
に
し

た
一
瞬
、
見
る
人
の
心
に
し
み
る
、
作
品
を
読
ん
だ
人
ま
で
も
お
も
わ
ず
頬
が
ゆ
る
み
ま
す
。

「
え
き
」「
駅
」
と
せ
ず
「
駅
舎
」
と
し
た
こ
と
で
、「
押
し
入
れ
の
古
い
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
。
今
は
無
い
故
郷
の
駅
舎
。」「
家

以
外
に
も
「
お
帰
り
」
を
感
じ
る
駅
が
あ
る
幸
せ
。」
な
ど
今
ま
で
以
上
に
建
物
や
そ
の
匂
い
ま
で
が
漂
う
よ
う
な
作
品
に
も
多

く
出
会
え
た
気
が
し
ま
す
。
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特
に
今
回
は
電
車
と
い
う
装
置
な
ら
で
は
の
言
葉
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
吊
り
革
、
上
り
と
下
り
、
駅
員
さ
ん
、

発
車
ベ
ル
、
席
を
ゆ
ず
る
、
キ
ッ
プ
、
定
期
券
、
電
車
を
見
る
、
改
札
機
、
1
番
線
、
駅
と
雨
、
忘
れ
物
、
イ
ヤ
ホ
ン
、
無
人

駅
な
ど
。
小
道
具
が
雄
弁
に
喜
び
や
感
動
、
さ
さ
や
か
な
後
悔
を
も
語
り
だ
す
。
日
常
的
な
も
の
で
あ
り
つ
つ
、
特
別
な
空
間
・

出
会
う
場
と
な
る
駅
や
電
車
。

今
回
知
事
賞
を
受
賞
し
た
作
品
が
鉄
道
会
社
勤
務
の
方
で
、
運
賃
を
受
け
取
る
側
だ
か
ら
こ
そ
、
気
づ
い
た
新
鮮
な
感
動
。

利
用
者
で
あ
る
乗
客
だ
け
で
な
く
、
対
応
す
る
鉄
道
側
の
人
か
ら
見
る
作
品
は
、
新
た
な
世
界
を
生
み
出
し
ま
す
ね
。

２
０
０
６
年
に
活
動
が
始
ま
り
は
や
18
年
、
こ
の
間
の
世
の
中
の
変
化
は
思
っ
た
以
上
に
目
ま
ぐ
る
し
い
も
の
で
し
た
。
以

前
は
ウ
ェ
ブ
応
募
は
若
い
世
代
が
多
く
、
高
齢
の
方
は
ハ
ガ
キ
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
主
体
だ
っ
た
の
が
、
60
代
、
70
代
も
他
世
代
と
同

じ
く
ら
い
に
ウ
ェ
ブ
の
数
が
増
え
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
や
通
販
な
ど
ウ
ェ
ブ
で
の
日
常
行
動
が
当
た
り
前
の
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

先
行
き
の
見
え
な
か
っ
た
コ
ロ
ナ
期
を
経
て
、
マ
ス
ク
越
し
の
青
春
、
マ
ス
ク
が
な
く
な
っ
て
３
年
ぶ
り
に
初
め
て
顔
を
知
っ

た
と
い
う
今
年
の
作
品
も
時
代
を
映
し
出
し
て
い
ま
す
。
長
年
こ
の
事
業
に
関
わ
っ
て
い
る
と
、
作
品
か
ら
い
ろ
ん
な
歴
史
や

社
会
情
勢
が
間
接
的
に
で
す
が
鮮
明
に
浮
か
び
あ
が
り
き
ま
す
。

し
ば
り
は
「
文
字
の
数
と
電
車
と
い
う
場
」
だ
け
で
、青
春
と
い
う
時
代
を
自
由
に
語
り
創
作
が
で
き
る
21
文
字
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
人
が
多
い
の
で
す
が
、
電
車
に
関
わ
る
業
界
の
方
に
も
浸
透
す
れ
ば
、「
お
互
い
に
笑
顔
の
、
心
地
よ
い
人

と
の
つ
な
が
り
を
生
む
事
業
」
に
な
る
と
信
じ
て
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

「
電
車
と
青
春
21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
代
表　

福
井
美
知
子
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協
力
者
リ
ス
ト

令
和
5
年
度

【
協
力
団
体
・
企
業
】

滋
賀
県
（
滋
賀
県
知
事
賞
）

大
津
市
（
大
津
市
長
賞
）

株
式
会
社
叶 

匠
壽
庵
（
青
春
賞
）

大
津
商
工
会
議
所
女
性
会
（
さ
わ
や
か
賞
）

ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
滋
賀
株
式
会
社
（
ユ
ー
モ
ア
賞
）

京
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
（
鉄
道
賞
）

近
江
鉄
道
株
式
会
社
（
鉄
道
賞
）

信
楽
高
原
鐵
道
株
式
会
社
（
鉄
道
賞
）

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
鉄
道
賞
）

比
叡
山
鉄
道
株
式
会
社
（
鉄
道
賞
）

一
般
財
団
法
人
天
智
聖
徳
文
教
財
団
（
近
江
勧
学
館
賞
）

京
都
信
用
金
庫
（
団
体
賞
）

共
催
：
大
津
市

後
援
：
滋
賀
県

主
催
：
電
車
と
青
春
21
文
字
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

尼
田
賢
光
、
石
坂
線
21
駅
の
顔
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津

放
送
局
局
長 

小
磯
亮
、
大
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
京
都
信
用
金

庫
大
津
支
店
、
京
阪
電
気
鉄
道
、
し
が
ト
コ
、
び
わ
こ
ビ
ジ
タ
ー

ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー 

川
戸
良
幸
、毎
日
新
聞
大
津
支
局
、名
鉄
観
光
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社　

ほ
か
（
50
音
順
）

協
力
：�

大
津
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

BRAH=art.

、
び
わ
こ
デ
ザ
イ
ン
文
化
協
会

第
17
回�

作
品
募
集
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
：
角
谷
和
好
（
び
わ
こ
デ

ザ
イ
ン
文
化
協
会
）

滋
賀
を
み
ん
な
の
美
術
館
に
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
：
井
上
カ
ツ
オ　

装
画
：
寺
田
み
の
る

表
彰
式
オ
ン
ラ
イ
ン
技
術
支
援
：
岩
原
勇
気
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